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	資料３
	平成29年度における特定調達品目及びその判断の基準等の見直しに係る検討方針・課題等の概要は、以下のとおり。
	U１．重点検討事項について
	平成28年度の第3回特定調達品目検討会（以下「検討会」という。）において合意された、平成29年度における検討方針・課題から、以下の2つを重点検討事項として位置づけ、検討を実施するものとする。
	（１）グリーン購入法に係る施策の将来的なあり方に関する検討及びプレミアム基準の活用に関する検討
	本年度は、引き続きプレミアム基準の活用に係る専門委員会を設置し、昨年度の検討結果等を踏まえ、グリーン購入法に係る施策の将来的なあり方について、具体的な検討を行うこととする。また、市場の更なるグリーン化を図るとともに、調達側・供給側双方にとって目指すべき方向性を示すため、プレミアム基準を積極的に活用するための方策について検討を実施するものとする。なお、専門委員会における検討内容等は資料５参照。
	（２）木材・木材を原料とする製品の合法性証明に係る検討
	U２．品目の追加等の検討について
	（１）平成29年度募集における新規提案について
	例年のとおり、5月29日から6月23日の約1ヶ月間、特定調達品目に係る提案募集（物品・役務及び公共工事）を実施したところ。物品15件、役務13件（うち同様提案7件）、公共工事5件、木材又は木材を原料とする品目に共通の提案2件の計35件2F である。主な提案品目に係る検討方針等については、資料４－２参照。
	なお、本年度の提案募集に当たっては、温室効果ガスの排出抑制に特に資すると考えられる特定調達品目の追加、見直し等について積極的な提案を求めている3F 。
	（２）公共工事のロングリスト掲載品目について
	公共工事の分野において、平成29年度の特定調達品目の追加、見直しに反映されなかったもののうち、継続検討品目群（ロングリスト）として整理された6提案4F について引き続き検討を実施。
	U３．物品及び役務に係る見直し対象品目について（新規提案以外）
	「特定調達品目の見直し等に関する方針5F （以下「見直し方針」という。）」に示された考え方に則し、検討会における検討を踏まえ、適切に見直しを実施する。また、平成29年度から33年度までの5年間における特定調達品目（物品及び役務）の見直しスケジュールについても公表されており、本年度の見直し対象品目は、下表に示した35品目となっている。なお、5年間の見直しスケジュールは別 紙参照。
	本年度の対象品目に係る検討方針等の概要は、以下のとおりである。検討に当たっては、国等の機関の調達実績、見込まれる環境負荷低減効果等を踏まえ、国内外の環境ラベルや政府調達制度等の環境負荷項目・基準との整合について考慮するとともに、妥当性の検証を実施するものとする。
	また、本検討会における意見・指摘事項、環境問題を巡る動向等を踏まえ、早期の見直しが必要な品目への対応、環境政策の観点から広く普及を図る必要のある品目や重視すべき施策・方針等、特に、地球温暖化対策の観点から低炭素化に寄与する事項等については、分野横断的な検討を含め、見直しに適切に反映するものとする。
	（１）オフィス家具等
	 オフィス家具等については、現行の基本方針において10品目が対象
	 主要材料ごとに再生材使用率又は植物由来プラスチックの使用、木質については間伐材などの木材の使用等に係る判断の基準を設定
	 大部分の材料が金属類の棚又は収納用什器については、棚板の機能重量（リデュース）、環境配慮設計、単一素材分解可能率（リユース、リサイクル）に係る判断の基準を設定
	 平成28年6月には「家具Version2.1」として、エコマーク認定基準の見直しが実施されたところ
	 こうした状況を踏まえ、新たな評価項目の設定や数値基準の強化等の判断の基準等の見直しについて検討
	（２）家電製品
	 電気便座については、省エネ法のトップランナー基準の設定及び多段階評価の設定、改定に伴う修正を行ってきたところ
	 公共向け（パブリック）の製品、貯湯式の電気便座及び暖房便座については、市場における供給状況を踏まえ経過措置を設定
	 製品ごとのエネルギー消費効率に関する詳細な調査を実施し、エネルギー消費効率の見直しをはじめとした新たな判断の基準等の設定について検討
	（３）照明
	（４）自動車等
	（５）消火器
	 消火器については、粉末ABC消火器を対象とし、平成17年度より特定調達品目に追加。現行の判断の基準は、消火薬剤への再生材料の使用、回収及び再使用又は再生利用のためのシステムの構築を設定
	 特定調達物品等の市場占有率は年々上昇しており、既にほとんどの物品が特定調達物品等に該当している状況
	 対象範囲の拡大等を含め、判断の基準等の見直しについて検討
	（６）設備
	 太陽光発電システムについては、判断の基準として太陽電池モジュールのセル実効変換効率、パワーコンディショナの効率、エネルギーペイバックタイム、情報開示等を設定
	 政府実行計画においても、新築及び既存の庁舎における整備が掲げられており、国等の機関において引き続き率先的な導入が必要
	 太陽光発電システムの導入そのものを推進する観点を考慮しつつ、より高効率のシステムの導入を図るために、市場動向等を踏まえ、判断の基準等の見直しについて検討
	 廃棄段階となる設備機器も相当程度発生することが見込まれることから、設備機器のリユース・リサイクルの観点を含めた検討も重要
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